
ビジネスで本当に必要なところだけを、最短ルートで身につける。
私たちのツールの操作性と、豊富なデータ活用プロジェクトの経験があるからできることです。
不足しがちなデータ活用人材と、その知見を活かせるリーダーを、短期間で育成します。

DX時代のデータ活用人材を育てる
データサイエンス研修

Company
Profile

Data Science
Training

実践的なコンテンツ
現実の課題に沿った調査設計を行う、
業務のデータを使って手を動かすなど、
実戦で活躍できる人材育成につながる
内容です。第一線の現場で働くデータ
サイエンティストたちの知見も反映して
います。

わかりやすい解説
統計学の入門書として広く読まれ続け
ているベストセラー「統計学が最強の学
問である」著者の西内啓が監修。これま
で業務でデータサイエンスに取り組ん
だ経験がない方でも、徐々にステップ
アップしながら成長できる内容です。

ポイントを絞ったカリキュラム
網羅的に統計学を学ぶのではなく「リ
サーチデザインだけ」「ツール利用方法
だけ」と、即現場で使える技術を「ビジ
ネスに必要な分だけ」身につけることが
できます。
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データ活用人材育成研修 
［仮想型］
企業におけるデータ分析プロジェクトを疑
似体験し、その工程、手法を理解し身につ
けることができるコースです。（プログラミ
ング言語の習得は目的としていません）

サービスメニュー

▼汎用研修：全ての企業様でご利用いただけます

▼製品導入支援サービス：弊社製品利用企業様でご利用いただけます

マーケティング・リサーチ実践研修
行動科学に基づく調査を設計し、「打ち手に繋がる切り口」を発見できるようになることが目的の研修プログラムです。「統合行動モデル」
を理論的枠組として、インタビュー(質的)調査とアンケート(量的)調査を併せ、何が最も行動に関係するのかを明らかにします。

［有償トライアル］人材育成コース
dataDiver/dataFerryを使った4か月間の育成研修プログラムです。基本的な知
識とツール操作、リサーチデザインと分析結果の見方、分析精緻化のためのデータ
の追加、予測機能の活用と今後の課題検討を4か月にわたり学習。初心者レベルか
ら実践で活躍できる人材へのステップアップを図ります。

［導入支援］操作研修
dataDiverやdataFerryなどの弊社製
品を購入いただいたお客様が、ご自身で
基本的な操作や分析ができるようにな
るためのトレーニングコースです。ファ
イルアップロードなどのデータ準備か
ら、解析単位設定、アウトカム設定、結
果の利用方法などについてレクチャーし
ます。

［導入支援］ 
バディサービス
dataDiverおよびdataFerryを購入の
上ご使用中のすべてのお客様を対象に、
個別でデータ分析のサポート、分析人材
育成のサポートをいたします。
（※データ分析業務は致しません）
※料金・期間：サポート内容に応じて個別に調整となります。

● 料金 ▼  3,000,000円～
● 期間 ▼  2ヶ月
● 形態 ▼  オンライン

● 料金 ▼  1,200,000円～
● 期間 ▼  1.5ヶ月
● 形態 ▼  オンライン/オンサイト

● 料金 ▼  5,000,000円～
● 期間 ▼  4ヶ月
● 形態 ▼  オンライン/オンサイト

Schedule

Schedule

Schedule

❶ 目的に合わせた分析を回す ❷ 分析を精緻化し施策へ繋げる

※内容は進捗に合わせて変更となる可能性がございます　※全8回のオンラインセミナー（必要に応じてオフライン）です

4か月間の育成研修プログラム

※実際はオンラインコンテンツの視聴時間、課題実施時間で前後します　

想定研修時間各週約5時間×8回＝合計40時間

西内啓による
データサイエンス基礎講習

オリエン
テーション

最終
報告会

自社課題の
整理

説明変数
作成

データの
正規化

予測精度の
検証と運用

施策立案
演習多変量解析

リサーチ
デザイン

集合研修によるメンタリング
（全8回、週1～2時間／グループディスカッション・課題発表）

｢データサイエンス基礎講座｣動画視聴
（期間中任意のタイミングで視聴）

ツールの使い方と
実データ準備

分析結果のレビューと
追加データの検討

追加データの選定と
クリーニング

分析結果のレビュー

分析結果をもとにした
予測機能の活用

基本的な知識と
ツール操作

リサーチデザインと
分析結果の見方

分析精緻化のため
データの追加

予測機能の活用と
今後の課題検討

今後の課題検討
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